
 

 

 

 

 

 

 

 

ロータリーの友月間        1704回  9月 25日           №1694 

ロータリーソング 「我等の生業」 

クラブソング「めぐる友愛 秋」 

ソングリーダー 会員 

「4つテスト」 唱和 

地区内来訪者  東京江北 RC 影山幸一郎 様 

東京上野 RAC 鄭暁麗 様 

                        （合計 2名） 

■出席報告      （会員 54名内出席免除 7名） 

会員数 出席者 出席率 8月 28日修正出席率 

54（50） 37 74.00％ 75.51％ 

会長挨拶   

本日は、東京上野 RAC鄭暁麗さんが出席されており

ます。鄭さんは 10月より中国浙江音楽学院の常勤講

師をされるということで、今月で完全帰国をされるそう

です。帰国をされるのは寂しい気持ちもありますが、そ

れ以上に素晴らしい職に就かれたことをうれしく思いま

す。鄭さん、おめでとうございます。 

鄭さんは 7年前にロータリー米山奨学生になられ、世

話クラブとして 2年間、我々東京上野 RCが担当しまし

た。また、5年前に設立された東京上野 RACには準備

の段階から大変大きな力を発揮し、チャーターメンバー

として会長、幹事、会計を務められ、上野 RACを引っ

張ってくれました。 

本日は鄭さんから直接、皆様にお伝えをしたいというこ

とです。それでは鄭さん、よろしくお願いします。 

鄭さんよりご挨拶  

久し振りに例会に出席させていただきましたが、新しい

会員の方も大勢いらっしゃいますので改めて自己紹介

させていただきます。2015年 10月に来日し、半年間

京都で日本語を学び、2016年 4月から東京藝術大学

大学院に入りました。ご縁を頂き、在学中にロータリー

米山奨学生となり、さらに上野 RCの皆様とお会いす

ることができました。その後、東京上野 RACのチャー

ターメンバーとなり、会長、幹事などをつとめさせてい

ただきました。この 7年間があるからこそ、今の自分が

あるのだと感謝の気持ちでいっぱいです。私の専門

は、音楽の歴史を研究する事ですが、中国では、日本

の文化を教えるということがあまりされていませんの

で、日本文化に憧れがあっても勉強する機会がありま

せんでした。留学生活では、日本の伝統音楽、雅楽や

能楽を学び、修士・博士号を得ることができました。今

回、中国浙江音楽学院の教員になることが急に決まり

ましたが、ぜひ日本の文化、日本の音楽のことをもっと

もっと広めていきたいと思っています。大学の教員とし

て、日本で学んだことを生徒に伝え育てていく、それが

私の恩返しだと思っています。 

また、いろいろな場面で機会を与えて下さったおかげ

で、今は原稿なしでも皆様の前でこうしてお話すること
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が出来ます。私の 20代のなかですごく重く濃い 7年間

を過ごせたことに、深く感謝いたします。これからは先

生として、そして一人の人間としても、世界がより良くな

るために頑張って参りたいと思います。中国と日本は

近いです。私が帰ります杭州は東京から 3時間半ほど

です。ぜひ中国にいらした際はお声掛けください。中国

をフルコースでご案内します。私もまた日本に来たとき

には例会に参加させていただきます。本当にありがとう

ございました。 

 

幹事報告 

RI関係 「バギオだより」9月号が届いておりますので、

掲示板をご覧下さい。 

他クラブ関係 他クラブ例会変更は掲示板をご覧下さい。 

また、ポリオ根絶チャリティーディナーパーティーのご案

内が届いております。掲示板をご覧下さい。 

先週の例会にお越しくださいました石垣 RCの皆様に沖

縄石垣島伝統塩せんべいを頂戴しました。本日皆様のテ

ーブルにお配りしておりますのでお召し上がり下さい。 

東京上野 RC関係 来週 9/18は祝日休会です。 

委員会関係  

クラブ親睦委員会 吉田会員 本日、グルメを楽しむ会、

18時より千疋屋総本店 2Fデーメテールというフレンチレ

ストランです。よろしくお願い致します。 

会員増強委員会 永井委員長 9/25はミニオープン例会

です。人数の把握もありますので、お呼びいただいた方

のお名前などお知らせ下さい。目標は一会員一お客様と

なっております。盛り上がる会にしたいので、ぜひ皆様の

ご協力をよろしくお願い致します。 

公共イメージ向上委員会 上野委員長 10/21（土）と 22

（日）上野恩賜公園開園 150周年記念のイベントで東京

上野 RCがブースを出し、ポリオ撲滅募金活動を行いま

す。場合によっては、19（木）20（金）も行うかもしれません

が、 「10時から 14時まで」と「14時から 17時まで」の交

代制とします。お忙しいとは思いますが、杉本会員、三輪

会員が集約しておりますので ぜひ一緒に募金活動を行

って頂きたいと思いますので、ご協力お願い致します。 

         お誕生日おめでとうございます          

 

30秒スピーチ 

中澤会員  

9/8で 63歳になりました。娘からシニアだねと言われまし

て、こうしてだんだん歳をとっていくのかな、身体も動かな

くなるのかなと思いつつ、毎週末海に行って潮風にあたり

ますと、若くいられるんじゃないかと思っております。これ

からもロータリー頑張っていきますので、皆様ご指導よろ

しくお願い致します。 

長岡会員  

9/15で 61歳になります。昨年は、還暦ということで家

族、大学時代の仲間、JC、そしてロータリーの皆様からも

盛大に祝っていただきましたが、61は特に感慨もござい

ません。引き続き、社業とロータリー活動に励み、私なり

に世のため人のために頑張って参りたいと思います。私

の地元上野二丁目仲町商店街は問題も多い地域ではご

ざいますが、末廣署長のご指導をいただき、連携しながら

大会社が安心して、楽しんでもらえる上野にしていきたい

と思います。ありがとうございました。 

ニコニコボックス 

東京江北 RC 影山幸一郎様 本日はお世話になりま

す。冨坂会長、ご挨拶が遅くなり大変失礼いたしまし

た。一年間応援しております。頑張って下さい。 

冨坂会長 本日は上野警察署、署長の末廣様より卓

話をして頂きます。宜しくお願い致します。鄭さん、長年

にわたりお世話になりました。中国での更なるご活躍を

祈念しております。 

大野会員 鄭さん、お元気で 日本を忘れないで  



山下会員 本日の卓話者は、上野警察署 末廣典明

署長です。皆様、よろしくお願いします。 

中澤会員 誕生日を自祝して！美味しいメロンありがと

うございました。 

新保会員 末廣上野警察署長、本日はご多忙の中、

当クラブの例会にお越し下さりありがとうございます。

本日の卓話楽しみにしております。どうぞよろしくお願

いします。 

末延会員 昨日（9/10）、町会氏神様である三田春日

神社の例大祭でコロナ禍明け 4年振りの神社神輿町

内渡御が行われ、久し振りにおお神輿を担いで肩腰が

すっかり壊れましたが、とても楽しい時を過ごすことが

できました。 

出山会員 先日（9/8）家庭集会ありがとうございまし

た。ローターアクト会員増強となるよう努めてゆきます。 

☆本日、上野警察署長末廣典明様に「警察人生 35年

を過ぎて」について卓話をして頂きます。宜しくお願い

致します。 

長岡会員・中村会員・上野会員・江口会員・冨坂和弥

会員 

捧会員 ☆＋第 4班家庭集会お世話になりました。 

鈴川会員 ☆＋お誕生日のメロンを頂きました。ありが

とうございます。68歳になりました。今後ともよろしくお

願い致します。 

           （本日の合計  69,000円） 

（本日までの累計  859,000円） 

卓話 

紹介者 山下会員  

本日の卓話は上野警察署長 末廣典明様です。末廣

署長は、機動隊の副隊長から武蔵野警察署副署長、

その後少年事件課理事官、荻窪警察署長、そして警

視正に昇任され、警察大学校教授、現在は上野警察

署長をされていらっしゃいます。非常に優秀で真面目

一筋、私とも気が合うタイプです。ご趣味は五條天神で

弓道をされているという素晴らしい方です。それでは、

よろしくお願い致します。 

上野警察署 署長 末廣典明 様 

「警察人生 35年を過ぎて」 

 

本日は、このような機会を賜り、誠にありがとうござい

ます。皆様とは少し違った「警察」という人生を 35年過

ごしてきたほんの一部をお話させていただきます。まず

自己紹介として、出身は東京です。強いて実家と呼べ

るところは今母が一人で祖父の家で暮らしている大分

県国東半島です。子どもの頃は毎年夏休みに行ってお

りました。趣味は弓道です。静かなところで集中でき、 

ある程度年齢がいってからも出来る趣味ということで

10年ほど前から始めました。私の仕事のモットーは

「一射絶命」ですが、一の矢にすべての力を出し尽く

す、という弓道の教えです。初動対応にも通じる言葉

で、署員にも一射絶命の精神で事に当たれと日々言っ

ております。警察に入ってからは主に生活安全部を歩

んでまいりました。少年育成課、少年事件課、知的財

産や経済に関する犯罪を取り締まる生活経済課、生活

安全部に関する企画管理を行う生活安全総務管理に

15年ほど務めました。一度目の署長は荻窪警察署で

した。そんなに大きな事件は起きないようなところです

が、特殊詐欺が多く、その対策に苦労した記憶がござ

います。 

私がなぜ警察官という道を歩んだかと言いますと、もと

もと頼まれたらいやと言えない、人に喜んでもらえるの

が楽しい、ありがとうの言葉をかけてもらうと自己実現

の実感が湧くという性格からです。仕事としてどんなも

のがいいかを考え、事務よりは体を動かす方がいい、

高校時代、柔道をしていたので、柔道を活用できる仕

事はないかと真剣に考え、警察官、消防官、自衛官、

海上保安官 という候補の中から、身近に感じていた

警察官の試験を受け、合格しました。合格後は警察学

校に入ります。この時に同期ができます。どの組織・会

社にも同期はあるでしょうが、警察の同期は特殊でよ

り強固なものかなと感じます。24時間、寝食を共にし、

困難を共有し、一年近く付き合うわけですから、家族の



ように互いを知り尽くしてしまうのです。そんな仲間な

ので困った時は電話 1本で助けてくれ、その関係は何

十年経っても、立場が違っても変わりません。一つの

例として、私が初めて事件部門に登用されて時、部下

に同期がいました。捜査のエキスパートとして活躍して

いたのですが、初めはやりにくいかなとも思ったりしま

したが、それは杞憂で、事件捜査の仕方、捜査本部で

の幹部としての振舞い方、捜査員のやる気を引き出す

言動、逆に士気を下げる言動、運営の仕方、環境の整

え方などさりげなく教えてくれ、大変助けられました。 

警察に入り 10年もすると、採用を担当する面接官など

も務めるようになりました。その頃はバブルも終わり、

公務員志向が高まり優秀な人材が警察官試験を受け

るようになってきましたが、一方で警察官になりたいの

ではなく、公務員の一つとして警察官を選んでいるとい

う人が目立ってきたような気がします。採用を担当する

立場としては、「警察官として国民に奉仕したい」という

気持ちを持った人を採用したいと思っていました。 

教官という立場についてもお話させていただきます。  

今まで学生だった人間を一人前の警察官に育てるの

が教官の役目ですが、人の命に係わることも多いので

その指導の厳しさは半端ではありません。こちらも必

死です。はじめは事情が分からず複雑な心持ちだった

生徒たちも卒業近くになるとそのことが自然と伝わり、

教官に対して感謝の念を持ってくれます。卒業してから

も教官と教え子の関係は切れることなく、教え子の警

察人生すべてを背負っていくのが教官の仕事です。辛

いこともたくさんありますが、反面やりがいも多い仕事

です。 

警察人生 35年で忘れられない取り扱いを 1つご紹介

いたします。パトカー勤務員をしていたとき、拳銃使用

のスーパー強盗が起きました。最初に現場に到着し、

犯人と鉢合わせになりました。拳銃を突き付け合う状

況で、実際には数分だったでしょうが、とても長く感じら

れ生きた心地がしませんでした。当時二歳の長女がお

りましたが、犯人の後ろに子供を抱いて笑っている妻

の姿が見えたくらいです。死を覚悟した時、人生が走

馬灯のように流れる、そんな感覚だったのかなと思い

ます。その時、事情を知らない出前のバイクが犯人と

私の間に一時停止し、犯人がバイクを奪って逃げよう

とした一瞬の隙に私が飛び掛かり制圧しました。第三

者にはけがもなく上手く対応できたという結果でした

が、その時の一番の反省は油断です。油断と慢心は、

警察業務に関わらずすべてに関係していると思いま

す。油断と慢心は大きなミスを生むと思います。事前に

“拳銃使用のスーパー強盗”という情報が入っているの

ですから、すぐに飛び込むのではなく、ある程度態勢を

とっていればあれほど危険な目に遭わなかったのでは

ないかと思います。警察官は危険な仕事と言われます

が、実際は緊迫する場面に遭うのは、警察人生の中で

も一度あるかどうかのものです。反省を含め貴重な経

験でした。 

今現在、署長としてどんなことを考えているのかをお話

致します。署長には三つの立場があります。私人、公

人、組織の長です。 

まず私人、一人の人間として心がけていることは、弓

道の教えの中で最も基本となる「礼記射義」です。日常

生活に合わせて意訳しますと、何についても礼に始ま

り、まず自分の心を整え、身支度を整え、ことに当たり

なさい。そして成功したらそれは本当の成功であり、も

し失敗したら、それは他人のせいではなく自分の中に

何かがあるのだ、ということです。こういった言葉は弓

道の中に非常にたくさんあり、こういうふうになりたいな

思っている言葉の一つであります。 

こうしたことをベースに、さらに二つ。その一つ目は、誠

実に人と接するということ。嘘偽りのない、ごまかしの

ない心がなければ信頼されないと思っています。これ

まで厳しい状況の中でも誠実な対応によって好転した

場面を何度も見てまいりました。時には駆け引きも必

要でしょうが、その駆け引きの中にもやはり真心という

ものが必要ではないかなと考えております。もう一つ

は、懐が深い人間になりたいということであります。一

言で表現するのはなかなか難しいのですが、自分の中

で一番しっくりくるのが“許せる心”ということです。尊敬

される上司は、その人なりの叱る基準というものを持っ

ているような気がいたします。そしてリカバリーの指導

をします。私の場合は、まず命に関わるかどうか、故意

か過失か、反省しているかどうか、ということを叱る基

準にしています。私自身、怒りの沸点はかなり高いと

思っております。あまり怒ることはありません。ただ、沸

点が高い分それを超えた時にどうなるか、これがちょっ

と心配なところですけど、今のところは無事に過ごして

いるところです。 



次に、公人として心がけていることは三つあります。一

つ目、治安の責任者として職務を全うするという当たり

前のこと。署長は上野所管内で起こった事件、事故に

対して全責任を負っているわけですから、限られたマン

パワーを効率的に使って防犯と検挙に力を入れるの

は当然のことだと思っています。今は強盗事件が連続

して発生しておりますが、これも気にかけているものの

一つとなっております。二つ目、行政機関の連携を高

めること。行政機関は縦割りであるからこそ、業務が明

確になり責任の所在も明らかなのですが、今は事案内

容が多様化し、協力し合う方が効率的なことも多くなっ

てきました。そこで平素からの人間関係などスムーズ

な連携ができるように心がけております。住民の皆様

方は本当に町のことをよく知っておられ、何をするにし

てもポイントを抑えられています。皆様の知見をご教示

いただき、治安維持に貢献していきたいと考えておりま

す。三つ目、説明責任を果たすということ。警察業務の

中には、すべての住民に有益なものというのではなく、

全体の利益の中で一部の住民に負担を強いる場合、

あるいは一部負担を強いることによって、全体に利益

をもたらす場合が少なくありません。そうした業務の支

持を得られるかどうかは平素のお知らせ、つまり説明

責任を果たしているかどうかだと思っています。警察は

広報やアピールが下手だとよく言われますが、業務的

にすべてお話しするわけにはいかない点も多々あり、

ここも工夫をして皆様方の理解を得る努力をしていき

たいと思っております。 

最後に、組織内の長として心がけていること。これは皆

様とも共通するところがあるかもしれませんが、二つあ

ります。一つ目は業務管理・人事管理・危機管理。この

三段管理をしっかりやることです。社員が憂いなく仕事

に打ち込める環境を整える、公平な人事配置と評価を

行う、部下をしっかり育て、守るといった人事管理、や

るべきことを正しく行う、膨大な業務の中から優先順位

をつける、そして結果を研究し次の業務に生かすとい

った業務管理、災害・事件・事故、突発事案に的確に

対応するため、これまでの教訓に学び、準備し、想定

外を想定内にいかに多くしていくかという規範をつくっ

ておくこと。二つ目は、初動対応力・総合力・完遂力の

三つの力を発揮することであります。初動対応力という

のは先に申し上げました「一射絶命」の精神でありま

す。事案のほとんどは初動対応の良し悪しで成否が決

まると思っております。また総合力。これは一人の力で

は限界があります。持ち場、立場、経験など自分の力

を十分に発揮し、その総合力で事案に対処する力であ

ります。完遂力というのは決定したことをやり遂げるこ

とです。当たり前のことのようですけども、なかなか難

しいことだと私は思っています。意識しないと人間安き

に流れてしまうので、決めたことをやり遂げなければい

けないと思っています。 

以上ですけれども、上野警察署としてロータリークラブ

の皆様方と協力して、これからも管内の治安維持、安

全、安心に努めてまいりたいと考えております。これか

らもご指導ご鞭撻よろしくお願いします。最後までご清

聴ありがとうございました。 

 

冨坂会長感想 末廣署長、本日はありがとうございま

した。あっという間の 30分で、すごく楽しかったです。

署長の座右の銘が「一射絶命」。また一方では、「許す

心を持つ」と話されました。まさに「自分に厳しく他人に

やさしい」ということでしょう。私も署長に近づくべく努力

してまいりたいと思います。改めまして、本当にありが

とうございました。今後ともよろしくお願い致します。 

次回の例会 

10/2(月)12：30～上野精養軒 

第 3回クラブ協議会 

ガバナー補佐訪問 

 

本日の例会 

9/25（月）12：30～上野精養軒 

ミニオープン例会 

卓話 

駐日ベネズエラ・ボリバル共和国 

特命全権大使 

セイコウ・イシカワ 様 

「ベネズエラについて知っておくべきこと」 

紹介者 髙野会員 

 

今後の予定 

10/6（金）第 2580地区懇親ゴルフ大会 

「北分区予選会」 千葉 CC野田コース 

10/14（土）東京上野 RAC 10月第 1例会  

文京区スポーツセンター 

 



東京上野 RAC 9月第 2例会 9/2（土） 

「藝祭への参加」 

東京上野 RCから 向井会員 渡邉会員 吉田会員 

園部会員が参加。鄭さんの案内で東京藝大キャンパ

スツアーをしました。鄭さんは帰国のため、これが最後

の例会出席となります。 

 

 

東京上野 RAC 第 3回手話勉強会 9/9（土） 

東京上野 RCから根本会員が参加。 

RAC ソングに手話をつけるという内容。 

「理解がある」状況から「使える」状況へ持っていけるよ

うに定期的に勉強会を開催する予定。 

 

 

 

 

9/11（月）グルメを楽しむ会 デーメテールにて 

 

 

 


